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一 般 目 標 

保育実習Ⅰａ（保育所）を通して学んだ知識や技術等について振り返り、自己の課題及び養成校

で学んだ教科の内容をもとに、新たな目標を設定する。また、保育実習Ⅱに向けて、子ども理解を起

点として環境を整え、保育を立案、実践し、振り返るという保育のプロセスとその重要性を理解し

て保育実習Ⅱに臨めるようになることを目標とする。 

到 達 目 標 

1.保育実習の意義と目的を理解し、保育の理解を深める。 

2.実習や既習の教科目の内容やその関連性を踏まえ、保育実践において必要とされる力を習得する。 

3．観察、記録及び自己評価等を通した保育のプロセスについて、事例や演習を通して理解する。 

4.保育士の専門性と職業倫理について理解する。 

5.実習の事後指導を通して、実習の自己評価を行い、自身の課題や認識を明確にする。 

ディプロマ・ポ

リシーとの関係 

本講義は、教育学部のディプロマ・ポリシーに掲げる｢２.教育者としての情熱を持ち、正しい倫

理観と責任感を身につけている｣｢６.教科・教職に関する基礎的・応用的知識を身につけている｣を

育成する科目として配置している。 

授 業 の 概 要 

本講義は、保育実習Ⅰａの振り返りをもとに、保育実習Ⅱに臨む準備を行う。具体的には、実習目

標の設定、実習日誌の書き方の見直し、保育指導案の立案・実践を行う。また、異年齢保育や子育て

支援、保育士としての職業倫理等を保育所保育指針解説や事例を通して学ぶ。アクティブラーニン

グとして、振り返り、個別の質疑応答、グループディスカッションなどを取り入れる。 

授 業 計 画 

第１回：保育実習の意義・目的 

 学部長講話を通して、保育実習の意義と目的を理解し、保育実習Ⅰと保育実習Ⅱの違いを理解す

るとともに、自身の課題と目標を明確化する（目標1）。 

第２回：保育実習Ⅰａの振り返りと実習課題 

保育実習Ⅰａ及び教育実習における学びの共有を行う。エピソードをもとに、子ども理解を深め、

子ども理解を起点とした保育の視点から考えを深めるとともに、自己の課題を明確化する。また、

第1,2回の振り返りを踏まえて保育実習Ⅱの自己課題を設定する。（目標1,3,5） 

第３回：指導案の立案・検討  

子ども主体の保育実践に向けた指導案を作成する上での配慮点を学ぶ。また、グループディスカッ

ションを通して、子どもが主体的に活動するなかで生まれる学びを捉える視点を理解する。（目標

2,3） 

第４回：保育施設における地域の子育て家庭の支援 

保育施設における地域の子育て支援家庭を対象とした取り組みを参観することを通して、地域の

ニーズや地域の子育て支援の拠点としての保育施設の役割、子育て家庭支援事業の意義を考え、

理解する。（目標2,4） 

第５回：子どもの育ちを支える保育者の適切な関わり（３歳未満児クラス） 

３歳未満児クラスにおける参与観察を行う。その際に、保育者の子どもへの関わりに着目し、エ

ピソード記録を作成する。また参与観察・エピソード記録の作成と共有を通して、子どもが自ら

考え、主体的に行動する保育者の関わり（言葉がけや環境構成）について考え、子どもの育ちを

支える適切な保育者の関わりについての理解を深める。（目標2,4） 

第６回：子どもの育ちを支える保育者の適切な関わり（３歳以上児クラス） 



３歳以上児クラスにおける参与観察を行う。その際に、保育者の子どもへの関わりに着目し、エピ

ソード記録を作成する。また参与観察・エピソード記録の作成と共有を通して、子どもが自ら考

え、主体的に行動する保育者の関わり（言葉がけや環境構成）について考え、子どもの育ちを支え

る適切な保育者の関わりについての理解を深める。（目標2,4） 

第７回～第１２回：模擬保育と事後検討会 

子どもが主体となる活動を立案し、環境を構成し、模擬保育を行う。その後、事後検討会による

ディスカッションを通して、自己の課題を明確化するとともに、子どもの育ちを支える保育環境

の工夫や人的環境としての保育者の役割についての理解を深め、実践力を養う。（目標2,3,4） 

第１３回～第１４回：保育者の専門性  

児童憲章、全国保育会倫理綱領、「重大事故検証報告書」等をもとに、子どもの最善の利益を考慮

した保育についてディスカッションを行い倫理観を養うとともに、保育者に求められる資質・能力

について理解する。（目標4） 

第１５回：実習直前指導 

実習に臨む心構え、諸注意、準備物等の確認をする。また、実習中や実習後の手続きについて確認

する。（目標1） 

定期試験 

学生に対する 

評 価 

観察レポート提出20％、検討会への積極的参加10％、 

模擬保育20％、実技課題10％、実技試験15％、最終レポート25％で評価する。60％以上を合格とす

る。 

なお、レポート・答案等の提出物へのフィードバックについては、以下の方法等による。 

・コメントを記載して返却する。 

・授業またはオフィスアワーに、口頭で行う。 

・答案例を配布する。 

時間外の学習 

に つ い て 

（事前・事後学習として週４時間以上行うこと。） 

事前学習：前回の授業内容を復習し、自分の知識としておくこと。理解不十分なことは次の授業で

質問をすること。 

事後学習：講義内容について自分なりに整理し、次回の授業までに理解しておくこと。理解不十分

な内容は次回の授業で質問をすること。 

テ キ ス ト 特になし 

参 考 書 ・ 

参 考 資 料 等 

『保育所保育指針解説』 厚生労働省 フレーベル館 

『新版遊びの指導―乳・幼児編―』 公益財団法人 幼少年教育研究所(編) 同文書院 

担当者からの 

メ ッ セ ー ジ 

大学での最後の実習となるため、明確な目標を持ち、将来の見通しを持って実習に臨まれることを

期待します。 

オフィスアワー 
山下愛実：授業時に伝達する。 

満行知花：授業時に伝達する。 

 


